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1. 研究の目的

スイッチング電源は、小型で低損失の電源方式として知られ電子計算機をはじめ各種端末装置、通信装置など殆ど全ての電子機器用電源として用いられている。本研究では、スイッチング電源の一種であるDC/DCコンバータを試作し、FPGA（Field Programmable Gate Array）ボードを用いてデジタル制御を行い、出力電圧一定制御を行った結果を報告する。このスイッチング電源に必要な全ての制御パルスはFPGAボード1枚で生成している。半導体スイッチとしてMOSFETを3個使用した。今回、直流リアクトルとトランスを同一コア内に構成して磁気統合した磁性部品を自作し、テスラコンバータと呼ばれる新しい回路構成のDC/DCスイッチング電源装置を試作した。
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2. 制御システム

図1に示すように、テスラコンバータの

Q1 ,Q2 , Q3へ制御信号パルス生成をFPGA
ボード1枚で行った。出力電圧一定制御と
は、負荷が変動(2.5Ω→100Ω)を起こしても
安定して、目標値である出力電圧に追従さ
せる制御である。
出力電圧を検出し、FPGAボード搭載の
A/D変換器でデジタル値に変換をした。その
値を元に、FPGA内部でPI計算（PI制御）
PWMパルスの生成を行い、ゲートアンプを
し、テスラコンバータ回路のQ1 ,Q2 ,Q3へ制
御信号（PWMパルス）が送られる。
出力電圧10V一定制御を行った結果を図2
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示めす。負荷変動を起こしても、出力電圧
を10V一定に制御していることが確認できる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3. 応用の可能性

デジタル制御を行うことで、機器に組み込
んだ後、負荷変動を起こしても、DC/DCコン
バータの出力電圧を自動に変更することが可
能になる。また、出力電圧や半導体素子の制
御のタイミングなど、要求される仕様が急に
変更になった場合でも、ソフトウェアを書き
換えるだけで対応できる。FPGAは書き換え
回数に制限がないため、機器に組み込んだ後
でも、プログラムの変更が可能である。
連絡先　Tel：086-256-9514　Email：iida@ee.ous.ac.jp
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図1　テスラコンバータ制御システム





図2　出力特性（出力電圧一定制御時）
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表1　試作回路の仕様
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